
○稲田議長 次に、伊藤議員。

〔伊藤議員質問席へ〕

○伊 藤議 員 会 派信 風 の伊藤 ひろ えで ござい ます 。安達 議員 の代

表質 問に 関連い たし ま して、 孤立 対策 、高齢 者、 障がい 者、 産後

鬱、 ヤン グケア ラー 、 老老介 護、 ８０ ５０問 題等 につい て、 福祉

と教 育の 一体改 革に つ いての 大要 ２点 の質問 をい たしま す。 当局

の明快な答弁を期待しております。

まず、大要１点目、孤立対策についてお伺いいたします。

お ひと りさま が増 え 、国勢 調査 、２ ０２０ 年の もので すが 、そ

れに より ますと 単身 世 帯が３ ８％ を占 め、現 在最 も多い 世帯 の形

とな りま した。 単身 世 帯は孤 立を 感じ ること が多 いとア ンケ ート

結果で出ております。

孤 独・ 孤立対 策推 進 法にお きま して は、社 会の 変化を 踏ま え、

日常 生活 もしく は社 会 生活に おい て孤 独を覚 える ことに より 、ま

たは 社会 から孤 立し て いるこ とに より 心身に 有害 な影響 を受 けて

いる 状態 にある もの へ の支援 等に 関す る取組 につ いて、 その 基本

理念 、国 等の責 務、 施 策の基 本と なる 事項及 び孤 独・孤 立対 策推

進本部の設置等について定めるということでございます。

米 子市 におい ても 、 支え合 いの 共生 社会実 現の ために も、 自立

可能 な社 会を目 指す た めにも 、取 組を 進める 必要 がある と考 えて

おり ます 。国・ 県も 孤 立対策 の専 門部 署をつ くっ て推進 を図 る中、

市と して も重要 課題 と して捉 え、 取り 組んで いた だきた いと 思い

まし て、 今議会 、質 問 を上げ まし た。 市がど うい った体 制で 取り

組んでいくのか、確認していきたいと思います。

そ こで 、孤立 の定 義 と認識 につ いて ですが 、代 表質問 に対 して、



孤立 の定 義と認 識は 国 の客観 的概 念と いうこ とで 御答弁 いた だき

まし たが 、米子 市の 認 識も同 様な のか 、お尋 ねし たいと 思い ます。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 孤立の 定義 につ いてで ござ います が、 本市

も客 観的 概念で ござ い まして 、社 会と のつな がり や助け のな い、

または少ない状態であると認識しております。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 社 会と の つなが りや 助け のない 、ま たは少 ない 状態

であ ると いうふ うに 認 識して おら れる という こと です。 孤立 につ

いて は様 々な定 義が 存 在して おり ます 。主観 的定 義もご ざい ます

こと から 、まず は共 通 認識を 図る こと が重要 では ないか と思 って

おり ます 。また 、先 ほ どの代 表質 問の 答弁で あり ました が、 孤立

しや すい ライフ スタ イ ルとい うふ うに 認識し てお られま して 、孤

立が ます ます増 える と いうこ とも 押さ えてお きた いと思 って おり

ます。

次 に、 孤立対 策と し て市が 取り 組む こと、 目指 すこと につ いて

です が、 代表質 問に お いて重 層的 支援 体制整 備事 業の大 きな 柱と

して ３つ の取組 、こ れ は相談 支援 、参 加支援 、地 域づく りと いう

こと です が、そ れを 実 施する こと で孤 立対策 を行 ってい くと いう

ふう に答 弁され まし た 。相談 支援 は、 相談件 数や その内 容も 表れ

てお りま すので 十分 承 知して おり ます が、ま た地 域づく りに おい

ても 令和 ６年度 にお い ていろ いろ な動 きがあ ると いうふ うに 委員

会等 でも 承知し てお り ますの で、 この 参加支 援事 業、私 は孤 立の

予防 とし て参加 支援 事 業は特 に力 を入 れてい ただ きたい と考 えて

おり ます が、本 市が 実 施する 参加 支援 事業の 具体 的な取 組を お尋



ねしたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の 参加 支援 事業の 具体 的な取 組に つい

てで ござ います が、 社 会参加 につ なが る支援 を行 うこと を目 的と

しま して 、社会 的孤 立 状態に ある 方が 安心し て通 える交 流の 場や

ピア サポ ート活 動の 場 として の居 場所 を設置 する ととも に、 えし

こに の総 合相談 支援 員 がひき こも り等 の社会 的孤 立状態 にあ る方

の相 談に 対して 支援 ニ ーズを 把握 しな がら、 居住 支援、 就労 支援

等についてコーディネートをしているところでございます。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 私 は、 こ の参加 支援 事業 につい ては まだま だ不 十分

では ない かなと 感じ て いると ころ でご ざいま す。 地域に は様 々な

団体 が活 動して おり ま して、 様々 な社 会資源 があ ると思 って おり

ます 。そ こをや っぱ り 私は最 大限 に引 き出し てつ ないで いた だき

たいというふうに思っております。

ま た、 参加支 援事 業 で、先 ほど 答弁 にござ いま したよ うに 、ひ

きこ もり に特化 し過 ぎ ている ので はな いかと 感じ ました 。孤 立問

題と しま しては 、高 齢 者、障 がい 者、 産後鬱 、ヤ ングケ アラ ー、

老老 介護 、８０ ５０ 問 題等、 様々 な視 点から の孤 立対策 が、 孤立

予防が必要ではないかと思っております。

孤 立し ている 人ほ ど その自 覚が なく 、他者 のア プロー チに 大丈

夫で すと いうふ うに 答 えると 言わ れま す。ま た、 人との 交流 は週

１回 未満 から健 康リ ス クにな り得 ると いうこ とで すし、 月１ 回未

満だ と死 亡リス クも 上 昇する とい う結 果がご ざい まして 、日 本の

高齢 者の １から ２割 程 度が該 当す ると いうふ うに も言わ れて おり



ます。

ま た、 貧困、 ＤＶ 被 害や児 童虐 待の 背景に も、 私はそ れぞ れ孤

立があると感じており、その認識をしておりますところです。

な ので 、こち らの ほ うの参 加支 援事 業とい うこ とをも うち ょっ

とや っぱ り広義 に捉 え ていた だい て、 私はこ こは 十分に やっ てい

ただ きた いな、 本当 に 米子市 の一 丸と なって 孤立 対策を やる んだ、

そう いう ような とこ ろ が感じ ると ころ までや って いただ きた いな

と思 って おりま す。 孤 立対策 を高 齢者 、障が い者 、産後 鬱、 ヤン

グケ アラ ー、老 老介 護 、８０ ５０ 問題 と、そ れぞ れの視 点で 展開

していただくように切に要望しておきます。

次 に、 課題と 具体 的 なスケ ジュ ール につい てで ござい ます が、

孤立 対策 には行 政だ け ではな く、 先ほ ども申 しま したが 、支 援機

関の ほか 、時と して 民 生委員 、在 宅福 祉員や 地域 住民の 協力 、ま

た様 々な 民間団 体の 協 力が必 要で ある と考え てお ります 。地 域活

動者 の人 材育成 や伴 走 支援に つい ての 認識を お尋 ねした いと 思い

ます。

そ して また、 あわ せ て重層 的支 援体 制整備 事業 の中長 期的 なス

ケジュールもお尋ねしたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 人材育 成や 伴走 支援の 認識 と重層 的支 援体

制整 備事 業のス ケジ ュ ールに つい ての お尋ね でご ざいま すが 、え

しこ にに 寄せら れる 孤 立に関 する 相談 対応に は、 地域と のつ なが

りや 様々 な主体 との 緊 密な連 携、 協力 も必要 であ るため 、令 和３

年度 から 実施し てお り ます人 と地 域と つなが る研 修等を 実施 する

ことで人材の育成及び確保に努めていきたいと考えております。



ま た、 ひきこ もり 等 の孤立 状態 にあ る方や その 家族に 対し て、

アウ トリ ーチを 通じ た 継続的 支援 事業 を通じ まし て、信 頼関 係を

構築 しな がら必 要な 支 援を届 ける とと もに、 対象 者に寄 り添 った

伴走支援を引き続き実施していくこととしております。

こ のよ うな重 層的 支 援体制 整備 事業 の取組 を効 果的か つ円 滑に

行う ため に、令 和６ 年 度から えし こに の相談 支援 体制の 充実 を図

りま して 、日常 生活 圏 域をベ ース とし ました チー ムを編 成し まし

て、 支援 関係機 関等 と 連携を した 住民 主体の 活動 支援と 、個 別課

題の 相談 支援を 行う 体 制の構 築を 目指 してい くこ とと考 えて いる

ところでございます。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 あ りが と うござ いま す。 代表質 問の 登壇で 安達 議員

がお っし ゃられ たよ う に、私 もこ の人 と地域 とつ ながる 研修 は本

当に すば らしい もの だ と高く 評価 をし ている とこ ろでご ざい ます。

しか し、 ここで の答 弁 でもご ざい まし た対象 者に 寄り添 った 伴走

支援 、伴 走支援 とい う のは本 当に きめ 細やか な支 援が必 要で すし、

また 長い 支援が 必要 だ という ふう に思 います 。人 員等も とて も足

りな いの ではな いか な という ふう に思 ってお りま すので 、そ の辺

のところも充実強化をしていただければありがたいと思います。

次 に、 民間と の連 携 につい てで ござ います 。孤 立対策 には 多種

多様 な受 皿が必 要で ご ざいま す。 その ような 中で 、人材 の確 保、

育成 を目 的とし た人 と 地域と つな がる 研修は 有意 義な取 組で ござ

いま すが 、研修 受講 者 のサポ ート 体制 として 次の 一手が 必要 であ

ると考えております。御所見をお尋ねしたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。



○塚 田福 祉保健 部長 人と地 域と つな がる研 修の 受講者 のサ ポー

ト体 制に ついて でご ざ います 。当 該研 修の受 講者 が実際 に地 域に

おけ る福 祉活動 の担 い 手とし て活 躍さ れる後 押し とする ため の研

修と しま して、 人と 地 域とつ なが る研 修のフ ォロ ーアッ プ研 修を

実施 して おりま す。 フ ォロー アッ プ研 修は、 人と 地域と つな がる

研修 の受 講者に お声 か けをし まし て、 延べ３ ４名 の受講 者で 今年

度の ５月 から９ 月ま で に３回 開催 しま して、 地域 福祉活 動に おけ

る意 識醸 成のた めの 講 義、伴 走支 援の 考え方 等に ついて のグ ルー

プワ ーク やボラ ンテ ィ ア活動 体験 等、 実践を 交え ながら 実施 して

いるところでございます。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 私 も実 は 参加さ せて いた だきま した 。グル ープ ワー

クで は、 今相談 支援 を まさに 行い たい んだっ てい うよう な民 間の

個人 の方 、そし て、 も う一人 は、 相談 支援の 事業 所に入 った んだ

けれ ども 、実際 には 私 は相談 の経 験が ないの でと ても不 安な んだ

とい うよ うな方 もい ら っしゃ いま した 。私は ここ で、相 談支 援と

いう のは 、何か 言葉 で は簡単 そう です けれど も、 実は本 当に 一つ

一つ 、不 用意な 発言 は いけま せん し、 そこに 寄り 添った って いう

のが 、ど こまで 寄り 添 うかと いう のも とても 難し いよう な問 題だ

と思 った ところ です 。 なので 、や っぱ りロー ルプ レイが もう ちょ

っと でき るよう な場 面 があっ たほ うが よかっ たの かなと いう ふう

に思 いま すので 、今 後 の参考 にし てい ただけ れば と思っ てお りま

す。

次 に、 個人情 報の 壁 につい てお 尋ね したい と思 います 。民 生委

員、 自治 会長等 が支 援 が必要 な方 を把 握した 際、 知り得 た情 報を



誰に 話し てよい か判 断 できず 、抱 え込 むケー スが あると 私は 聞い

てお りま す。こ れは 個 人情報 だか らど こまで 言っ ていい のか 、ど

この 窓口 につな げて い いのか よく 分か りませ んと いうよ うな 方も

いら っし ゃいま す。 一 緒に悩 んで いま すとい うよ うな方 もい らっ

しゃいます。

個 人情 報の取 扱い に ついて 、ど のよ うに対 応し ていら っし ゃる

のか、お尋ねしたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 個人情 報の 取扱 いにつ いて でござ いま すが、

基本 的に は御本 人の 同 意を得 まし て関 係者間 での 情報共 有等 を行

うこ とを してお りま す が、重 層的 支援 体制整 備事 業では 、相 談支

援機 関の 間の情 報共 有 につき まし て、 本人同 意が 得られ ない ケー

スに 関し まして 、社 会 福祉法 第１ ０６ 条の６ に規 定され てお りま

す支 援会 議にお きま し て、会 議の 構成 員に対 して 守秘義 務を 設け

るこ とで 、構成 員同 士 が安心 して 複雑 化・複 合化 した課 題を 抱え

る相 談者 に関す る情 報 の共有 等を 行う ことを 可能 として いる とこ

ろでございます。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 こ の本 人 同意を 得て って いうの がと ても重 要だ と思

うん です けれど も、 こ のこと をや っぱ り御存 じな い方が 地域 の方

でた くさ んいら っし ゃ います 。や っぱ りこの 本人 同意を 得る 確認

の方 法を 周知し てい た だきた いな と思 います 。様 々な民 生委 員さ

んも 研修 の機会 があ る と思う んで すけ ども、 その たびに やっ ぱり

これ は同 意を得 て関 係 機関に つな ぐこ とをい いで すかと いう よう

な、 そう いうよ うな も の、ま た１ 枚紙 にして こう いうふ うに 聞い



てく ださ いとい うよ う な丁寧 なも のが 私は必 要だ と思っ てお りま

す。

様 々な ところ で関 係 機関に つな げれ ば、も うち ょっと ここ に行

けば うま くスム ーズ に いくん じゃ ない かとい うよ うな場 面が あり

ます けれ ども、 やっ ぱ り個人 情報 とい うこと が皆 さんの 中で はと

ても 大き な壁に なっ て 、これ を言 って しまう こと が自分 も個 人情

報と いう ところ がい け ない結 果に なる んじゃ ない か、自 分が 言っ

ては いけ ないこ とで は ないか とい うよ うなこ とに なって いる とい

うふ うに 私は感 じて お ります ので 、ど うかよ ろし くお願 いい たし

ます 。安 心して 支援 体 制が構 築さ れま すよう 、関 係機関 で共 通認

識が図れるようにしていただきたいと思います。

孤 立が 心身の 健康 に 影響を 及ぼ すと 言われ てお るのは 皆様 御承

知の とお りだと 思い ま すけれ ども 、今 後も増 加が 予想さ れる 孤立

対策 の一 つとし て、 私 は生き がい づく りや住 民主 体の社 会参 加づ

くり をま すます 推進 し ていた だき ます ように お願 いした いと 思っ

ております。

次に、大要２点目に……。

○稲田議長 ２点目に移りますか。

○伊藤議員 はい。

○稲田議長 じゃあ、休憩を挟ませてください。

暫時休憩いたします。

午前１１時４７分 休憩

午後 １時００分 再開

○稲 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。



伊藤議員。

○伊藤議員 午前中に引き続き質問させていただきます。

大 要２ 点目は 、教 育 （学校 ）と 福祉 の一体 改革 につい てで ござ

います。

課 題と 成果、 効果 に ついて 答弁 をい ただき まし た。様 々な 効果、

成果 があ ったと いう こ とはお 聞き しま したが 、一 方で、 学校 生活、

家庭 生活 におけ る子 ど もを取 り巻 く環 境はと ても 多様化 ・複 雑化

して きて おりま して 、 小学校 低学 年の 不登校 の対 応につ いて や就

学前 や家 庭支援 との 連 携はよ り重 要で あると 認識 という 答弁 でし

た。私も家庭への支援がさらに必要だと考えております。

そ こで 、小学 校低 学 年から の不 登校 につい て、 私は本 当に 多く

なっ てい るとい うこ と をとて も心 配し ており ます 。小学 校低 学年

の不 登校 につい ての 認 識と今 後の 取組 につい て再 度お尋 ねし たい

と思います。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 小学 校 低学年 の不 登校 につい ての 認識と 今後 の取

組に つい てのお 尋ね で ござい ます 。小 学校低 学年 の不登 校に つき

まし ては 、例え ば園 か ら小学 校へ の適 応がス ムー ズにい かな かっ

たり 、学 習に対 する 苦 手意識 が生 まれ たり、 人間 関係を 築く こと

に困 難を 感じた り、 中 には家 庭へ の支 援が必 要で あった りす るな

ど、 一人 一人の 状況 は 様々で ござ いま すので 、議 員がお っし ゃる

とお り、 就学前 と家 庭 との連 携と いう のはこ れか らも非 常に 重要

になるものだというふうに私も思っております。

こ のこ とにつ きま し ては、 教育 長に 着任す ると き、と いい ます

より も、 着任す る前 か ら大変 重要 な課 題だと いう ふうに 認識 をし



てお りま して、 そう し たこと から 着任 早々、 小学 校オー プン スク

ール を実 施しよ うと い うこと にし まし た。就 学前 の子ど もが 小学

校入 学を 楽しみ にし た り、保 護者 が先 輩保護 者や 教員と 交流 する

こと で相 談しや すく な る、そ うい った つなが りを つくる 、そ うい

った体制を整えてまいりました。

ま た、 子ども を送 り 出す側 の園 と子 どもを 受け 入れる 側の 小学

校に それ ぞれア プロ ー チカリ キュ ラム とスタ ート カリキ ュラ ムと

いう もの を作成 し、 示 しまし て、 スム ーズな 小学 校入学 にな るよ

う、 取り 組んで いる と ころで ござ いま す。今 年度 の４月 です けれ

ども 、実 際に小 学校 １ 年生を 担任 する 教職員 を年 度当初 に集 めま

して 、ス タート カリ キ ュラム の研 修を 行い、 これ らが十 分に 活用

されるように努めております。

ま た、 ２月の 末の こ とでご ざい ます けれど も、 愛着障 がい をテ

ーマ とし まして 、保 幼 や小中 学校 の教 職員、 そし て保護 者を 対象

とし た専 門家に よる 講 演会を 実施 した ところ でご ざいま す。 平日

の昼 開催 、午後 開催 で したけ れど も、 ２７０ 名も の参加 者が ござ

いま した 。引き 続き こ ういっ た研 修会 の場等 も活 用しな がら 、子

ども の接 し方や 学習 支 援など の様 々な 視点に おき まして 、園 やこ

ども 総本 部と一 体と な って取 組の より 一層の 充実 に努め てい きた

いと考えております。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 教 育長 の 御努力 が本 当に よく分 かり ました 。私 も知

り合 いか ら、園 から 小 学校に 行っ て体 験をす るこ とで小 学校 への

期待 がと ても高 まっ た り不安 がな くな ったり とい うよう なこ とを

聞い てお りまし て、 本 当にす ばら しい ことだ なと 思って おり ます。



そ こで 、私、 一つ 提 案なん です けれ ども、 以前 ありま した 家庭

訪問 です 。今は 家庭 訪 問とい って も家 を確認 する という こと がほ

とん どで はない かな と いうふ うに 思っ ていま す。 家庭の 支援 とい

うこ とは 、やっ ぱり 家 庭に入 って いく 、それ は拒 否され るこ とも

かな り多 いので はな い かと思 いま すが 、私は その 中にで も、 先ほ

ど質 問い たしま した が 、背景 に孤 立と いうこ とを 感じて いる とこ

ろで ござ います 。い ま 一度、 各学 校の 対応を 調査 してい ただ きた

いな と思 ってい ます 。 できる だけ 家庭 訪問が でき るよう な取 組を

考え てい ただい て、 家 庭、学 校、 地域 という ふう なとこ ろが 一体

にな れば もっと もっ と 子ども たち の支 援とい うこ とにな るの では

ないかなと思っておりますので、要望しておきます。

次に、進学進級支援についてでございます。

子 ども たちの 進学 、 進級、 小学 校、 中学校 、高 校、大 学に 当た

り、 保護 者の負 担は 大 変大き くな りま す。各 種支 援、制 度に つい

ての 情報 が私は あま り 届いて いな いな と感じ てい ますが 、も っと

もっ と分 かりや すく 伝 えるこ とが でき ないの か、 お尋ね した いと

思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 支援 制度 の周 知方法 につ いてで ござ いま

すが 、小 学校就 学、 中 学校進 学の ため の経済 的支 援とい たし まし

て就 学援 助を行 って お り、学 校を 通じ 、全児 童を 対象に 制度 のお

知ら せを 配布し てお り ます。 さら に、 今年度 より 、既に 就学 援助

の認 定を 受けて いる 児 童や新 たに 小学 校就学 の全 児童に 対し まし

て、 制度 をより 理解 し てもら うた め各 家庭へ 案内 はがき を送 付い

たし まし た。高 校、 大 学進学 の際 は、 奨学金 や貸 付け等 の就 学支



援制 度が ござい ます が 、中学 校、 高校 の進学 説明 会や懇 談会 で保

護者 に資 料を配 付し 、 説明し てお られ ます。 また 、児童 扶養 手当

現況 届書 類とと もに 、 これら の資 料を 配付し 、お 知らせ して いる

ところでございます。

よ り分 かりや すく 伝 える方 法に つい てでご ざい ますが 、引 き続

き学 校、 こども 総合 相 談窓口 での 周知 を継続 して 行いな がら 、Ｓ

ＮＳ の活 用、子 ども 関 連以外 の部 署、 例えば 生活 困窮等 福祉 の相

談窓 口へ 資料を 設置 し お知ら せを する など、 情報 がより 多く の家

庭に届くよう、努めていきたいと考えております。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 御 答弁 あ りがと うご ざい ます。 ＳＮ Ｓの活 用と いう

ことで、大きく一歩前進したのではないかなと思っております。

全 体に も周知 をし て いると いう ふう な捉え 方で ござい ます が、

こど も相 談課で 個別 に 支援を 行っ てい る家庭 に対 しては 本当 に十

分な 対応 がされ てい る という ふう に思 います が、 しかし 、全 体的

には 、進 級進学 に大 き な不安 を抱 いて いる家 庭は 少なか らず ある

と思 いま す。な ので 、 今回、 ＳＮ Ｓの 活用と いう ことで 、誰 もが

十分 分か りやす くと い うふう なと ころ で大き く推 進して いた だい

て感 謝申 し上げ ます け れども 、全 体も 捉えて 周知 や支援 の在 り方

を考えて取り組んでいただきますように要望しておきます。

進 級進 学時に 保護 者 の不安 が高 まっ て、そ れが 子ども に影 響し

てい るよ うに思 って お ります 。中 学生 が夢や 希望 を実現 する ため

には 専門 学校や 大学 に 行く必 要が ござ います が、 家庭の 経済 状況

を考 える と、中 学生 、 また高 校生 自身 が難し いと 思い、 自ら 夢や

希望を諦めることがあるというふうに聞いております。



文 部科 学省は 、学 び たい気 持ち を応 援しま すと 、高等 教育 の修

学支 援新 制度、 修学 旅 行の修 学な んで すけれ ども 、分か りや すく

伝え られ るよう 中高 生 用パン フレ ット を作成 して おりま す。 私も

今、 大変 それを 活用 し ており まし て、 中学生 、高 校生本 人に お渡

しし たり 、また 独り 親 の保護 者の 方に お渡し した りして いま す。

先日 は、 男性の 独り 親 でした けれ ども 、あっ 、そ れ、小 学生 高学

年だ けれ ども今 から も らいま すと いう ふうに 言わ れたり 、ま た中

学生 、高 校生自 身が 自 分は夢 を諦 めな くても いい んだと いう ので

支援 制度 をきち っと 把 握して いる 、見 ている とい うよう なこ とも

あり まし た。な ので 、 保護者 だけ でな くて、 子ど もたち にも 伝わ

るよ うに 、子ど もた ち が自ら 諦め るこ となく 、そ ういう ふう にし

ていただきたいと思っております。

そ のパ ンフレ ット を 渡して 、子 ども たちが その 支援の 費用 、結

構自 宅外 だとか 自宅 か ら通学 とい うこ とで頂 ける という ふう なと

ころ を見 て、本 当に 夢 がかな うと いう ので目 がき らきら と輝 いた

のを 、私 、何か 忘れ ま せん。 なの で、 ぜひ子 ども たちに 届く よう

に取り組んでいただきたいと思います。

次 に、 要保護 児童 対 策地域 協議 会（ 家庭児 童相 談室） の体 制に

つい てで すが、 こど も 総本部 の効 果と して現 れて いると ころ かも

しれ ませ んが、 対応 件 数や相 談件 数に 職員の 数が 追いつ かず 、オ

ーバ ーワ ークで はな い かと心 配し てい ます。 どの ように 考え てお

られるのか、お聞かせください。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 家庭 児童 相談 室の人 員体 制の強 化に つい

てと いう ことで ござ い ますが 、家 庭児 童相談 室の 人員体 制に つき



まし ては 、対応 件数 も 増加し てい るこ とから 、現 状の支 援状 況や

相談 件数 等を分 析し 、 家庭児 童相 談室 だけで なく 、こど も総 合相

談窓 口で あるこ ども 相 談課、 関係 各課 を含め た適 切な役 割分 担、

支援 体制 の充実 強化 に 向けて 業務 の見 直しを 行っ ていき たい と考

えております。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 部 長は 十 分御承 知だ と思 うんで すけ れども 、市 長、

副市 長、 総務部 長、 御 存じで しょ うか 。とに かく 本当に 足り ない

と思 って います 。こ ど も総本 部と いう 教育と 福祉 の一体 改革 をし

て、 そし たら相 談件 数 、相談 対応 もそ れに応 じて 増えて いく って

いう こと は想定 内だ と 思いま す。 夜遅 くまで 残業 をして 、ま た、

こど も相 談課に 電話 相 談や窓 口に 行っ ても今 対応 中です とい うこ

とが常態的となっていると思います。

私 は、 ここの 家庭 児 童相談 室の 体制 を３倍 増員 計画な ど立 てて、

何年 計画 ですけ れど も 、現在 増え る虐 待の予 防、 子ども の貧 困対

策、 不登 校等、 生き づ らさを 抱え た子 どもた ちの 希望や 光に なっ

ても らい たいと 思い ま す。市 長、 副市 長、総 務部 長、考 えて はい

ただけませんでしょうか。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 先ほ ど こども 総本 部長 のほう から もお答 えし たと

おり であ ります 。議 員 も多分 共通 理解 をして いた だいて いる こと

とは 思い ますけ れど も 、こど も総 本部 という のを つくっ た基 本的

な考 え方 、議員 がお っ しゃる とお り、 子ども を取 り巻く 環境 の変

化、 そし て発達 支援 、 あるい は学 びを しっか り支 えてい くと いう

こと を、 市役所 の組 織 を挙げ てや って いこう とい う考え 方で あり



ます 。当 然その 中心 に 家児室 とい うの もある わけ であり ます 。も

ちろ ん、 家児室 もあ る 意味含 めて 全体 の体制 をど のよう に有 効に

機能 させ ていく か、 こ れはあ る部 署だ けを強 化す れば問 題が 解決

する ほど 簡単な 話で は ないこ とは 議員 がよく 御存 じのと おり です。

我々もそのように認識しております。

い ずれ にして も、 こ ども総 本部 とい う組織 をつ くりま した ので、

この 機能 化を一 層図 っ ていく 、こ れ先 ほどこ ども 総本部 長が お答

えし たと おりで あり ま す。そ のこ とを しっか りや りつつ 、足 らざ

ると ころ はしっ かり 体 制を強 化し て、 実際に スク ールソ ーシ ャル

ワー カー ですと か、 か つてか ら考 える と少し 考え られな いぐ らい

の規 模で 体制を 強化 し ている とい うこ とは御 評価 いただ いて いる

とい うふ うに思 いま す ので、 引き 続き 市長と も相 談しな がら しっ

かり取り組んでまいりたいと思います。以上です。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 ぜ ひお 願 いした いと 思い ます。 唐突 に３倍 増員 計画

など 申し ました けれ ど も、本 当に 人が 増えれ ば、 確かに 子ど もた

ちの 家庭 の状況 、ま た 子ども たち の希 望も増 えて いくの では ない

かなと思っています。ぜひよろしくお願いいたします。

ま た、 何か重 なる よ うなと ころ です けれど も、 次に、 専門 福祉

職の配置についてお尋ねしたいと思います。

ま ず、 先ほど 副市 長 も言っ てく ださ いまし たけ れども 、ス クー

ルソ ーシ ャルワ ーカ ー の増員 の効 果と さらな る発 展につ いて お尋

ねしたいと思います。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 スク ー ルソー シャ ルワ ーカー の増 員の効 果と 今後



の発 展に ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。副市 長の ほうか らあ りま

した 、当 初は３ 名で し たけど 現在 １０ 名まで 増や してい ただ いて

おり ます 。比較 しま す のは、 この ８名 体制と １０ 名体制 の比 較で

すけ れど も、令 和５ 年 に１０ 名体 制に なりま して 、それ に伴 いま

して 相談 件数が 約 1.８ 倍 と い う ふ う に な っ て お り ま す 。 この 増加

は、 これ まで学 校だ け で解決 しよ うと してい た事 案につ いて 、支

援体 制が 充実し たこ と で相談 しや すく なった 成果 だとい うふ うに

考えております。

困 難事 例に対 する 好 事例と しま して は、例 えば 長期間 家で 過ご

して いた 児童が 、ス ク ールソ ーシ ャル ワーカ ーと つなが った こと

でぷ らっ とホー ムを ス テップ とし て学 校に通 うよ うにな った ケー

スが ござ います 。ま た 、不登 校の 子ど もの支 援に つきま して は、

学習 支援 は学校 が、 保 護者支 援は 家庭 児童相 談室 の家庭 相談 員が

担う こと で状況 が改 善 に向か った ケー スもご ざい ます。 この よう

に学 校だ けでは 対応 が 難しく なっ てい る状況 に対 しまし て、 スク

ール ソー シャル ワー カ ーが関 わる こと で少し ずつ ではご ざい ます

が対応の改善につなぐことができております。

さ らな る発展 とし ま しては 、引 き続 き必要 な情 報を整 理し た上

で、 これ まで以 上に 迅 速かつ 適切 に福 祉につ なぐ ことに 加え まし

て、 学校 とスク ール ソ ーシャ ルワ ーカ ーも経 験を してき たも のが

あり ます 。その 経験 値 をうま く生 かし て、こ れら を効果 的な 支援

につ なげ ていき たい と いうふ うに 思っ ており ます 。より 支援 が必

要な 子ど もや家 庭に 迅 速に届 くよ うに 今後も 努め てまい りた いと

考えております。

○稲田議長 伊藤議員。



○伊 藤議 員 こ こは ま た教育 長が 、私 、意見 を申 します が、 反論

して いた だきた いな と 思って おり ます 。スク ール ソーシ ャル ワー

カー が増 員にな って い ること は本 当に ありが たい と思っ てお りま

す。 でも 、教育 関係 者 がその 大半 を占 めてい るよ うに思 って おり

ます 。福 祉の専 門職 が 少ない ので はな いかと 思っ ており ます 。福

祉の 制度 を熟知 して い る福祉 専門 職が 必要で はな いかな と思 いま

す。

先 ほど と重な りま す が、市 全体 とし てみて も福 祉の専 門職 は少

ない ので はない かと 考 えてお りま して 、核と なる スクー ルソ ーシ

ャル ワー カーや コー デ ィネー ター 、心 理職、 社会 福祉士 等福 祉専

門職 が少 ないこ とで こ ども相 談課 、え しこに が十 分な効 果を 出せ

ずに いる のでは 、も っ ともっ と十 分な 効果を 出せ ずにい るの では

ない かと 考えて いる と ころで す。 福祉 専門職 の配 置につ いて の考

えを お尋 ねいた しま す 。教育 長が もし 反論が あれ ばお答 えを お願

いしたいと思います。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 反論 と いうほ どで はな いんで すけ れども 、実 際、

教職 員が 多いと いう の は事実 であ りま して、 ただ 、これ が普 通の

教職 員で はなく て、 も う筋金 入り のメ ンバー をそ ろえて おり ます

ので 、普 通の教 職員 っ ていう か、 教員 免許を 持っ ている とい うレ

ベルではないということは御理解いただきたいと思います。

そ して 、そう いっ た 中にも 専門 職が 入って いた だいて おり ます

ので 、こ ういっ た方 の 発言等 もま たこ の教員 職も しっか り聞 かせ

てい ただ いて、 彼ら に とって も彼 女た ちにと って も学び の場 にも

なっ てい るとい うふ う に思っ てお りま す。逆 もし たりで して 、専



門職 の方 も教職 員の 思 いとか 考え とか 学校の 中身 のこと を理 解し

てい ただ いて、 この 辺 りがう まく いっ ていて 何か 相乗効 果を 生ん

でいるんじゃないかなというふうな感想を持っております。

い ずれ にしま して も 、教員 だけ でい いと思 って ません ので 、そ

うい った 専門の 方に も 入って いた だく ほうが 幅広 い支援 がで きる

と思 って おりま す。 こ ういっ た人 材も 求めて 、今 後もさ らな る充

実に努めていきたいと考えております。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 先ほ ど本 市の 福祉専 門職 につい ての 職員

の増 員と いうこ とで し たけど 、こ ども 相談課 のほ うの福 祉専 門職

の増 員と 専門性 を上 げ るとい うこ とに ついて でご ざいま すが 、令

和４ 年度 に児童 福祉 の 専門職 を家 庭児 童相談 室に １名配 置し てお

りま すが 、今後 、相 談 体制の 充実 に向 けて心 理士 等の専 門職 を配

置し 、さ らなる 職員 体 制の強 化を 図っ ていき たい と考え てお りま

す。

ま た、 令和４ 年度 か ら児童 相談 所と の人事 交流 を実施 して おり

まし て、 専門性 の向 上 、援助 技術 のス キルア ップ 等を図 り、 子ど

もと 家庭 への迅 速か つ 適切な 対応 に努 めてい きた いと考 えて おり

ます。

○稲田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 教 育長 、 ありが とう ござ います 。本 当にそ うだ なと

思いました。

人 事交 流は、 私は 一 定程度 の効 果を 生むも のと 考えて おり ます

が、 ただ でさえ 不足 し ている 人員 の上 、担当 が替 わり困 られ た市

民も たく さんい らっ し ゃいま すし 、人 事交流 を終 えて帰 って きて



くだ さる 予定に なっ て おりま すが 、そ こでも また 県のほ うの 担当

が替 わる と困り ます と か、今 後誰 に相 談して いい かと、 生き づら

さを 抱え た人や 家庭 は 不安に 思う 方が 少なか らず いるこ とを 念頭

に置 いて いただ きた い と思い ます 。こ れはな かな か目に 見え ませ

んけ れど も、信 頼関 係 を築く こと が重 要です し、 それに は、 信頼

関係 を築 くには 本当 に 十分な 時間 がか かると いう ふうに 思っ てい

ただきたいと思います。

先 ほど １人の スク ー ルソー シャ ルワ ーカー の関 わりを きっ かけ

に学 校に 通える よう に なった とい う子 どもの 様子 をうか がえ る答

弁が ござ いまし た。 確 かに人 との 関わ りや伴 走支 援で、 その 後の

人生 を暗 いもの にす る か、一 歩前 進す るきっ かけ にする か、 つか

める か、 それを 担っ て いるの は、 本当 は本人 です けれど も、 その

きっ かけ は相談 員、 ス クール ソー シャ ルワー カー である と私 は思

って いま す。ま た、 家 庭に入 れる 、そ れもソ ーシ ャルワ ーカ ーで

はな いか 、スク ール も そうで すけ れど も、ソ ーシ ャルワ ーカ ーで

あると思っています。そこが相談員が担っているところです。

米 子市 全体で いえ ば 、生活 保護 の受 給者は ソー シャル ワー カー

が行 くこ とで支 援を 受 けられ る、 それ と同じ こと じゃな いか なと

思い ます 。ＤＸ が進 む 中、そ この 家庭 に入れ ると いうと ころ は市

の中 でも 本当に 重要 な ところ で、 ここ をきめ 細か く、ま たそ の人

材も 育て ていき たい 、 育てて いか なけ ればい けな いとい うふ うに

思っておりますので、お願いしたいと思います。

そ れに しても 、全 体 、福祉 の専 門職 が不足 して おり、 市長 が思

いを 込め てつく られ た こども 総本 部、 教育（ 学校 ）と福 祉の 一体

改革 が私 はまだ 不十 分 じゃな いか と思 ってお りま す。こ の効 果を



十分 発揮 され、 家庭 や 子ども たち の福 祉の向 上が 図れる こと が持

続可 能な 米子市 をつ く ってい くこ とだ と私は 確信 してお りま す。

ぜひ 推進 してい ただ き ますよ うに 、福 祉専門 職の 配置、 採用 をぜ

ひお 願い いたし まし て 、以上 で質 問を 終わり ます 。あり がと うご

ざいました。


